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菜の花メッセージは、高次脳機能障害支援にかかわる方々
から、応援メッセージを頂き掲載しております。

● 特集 当事者を地域で支えるための
ネットワーク作り

こ～じのぅ掲示板は千葉県千葉リハビリテーションセンターや千葉県、全国の高次脳機能障害に関わる情報を紹介する広報誌です

千葉県千葉リハビリテーションセンター　高次脳機能障害支援普及事業広報誌

● 支援センターだより
● 全国の動き・イベント講習会報告

　「千葉県高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業について」
　　　　　　　　                                                 千葉県健康福祉部障害者福祉推進課
　　　　　　　　　　　　　　                                                                                             課長　大野　義弘
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■先日、某研修で”チーム”という言葉の定義を聞く機会があ
りました。［チーム］とは、ある目的に向かって共に進む集団で
あり、そこに集うメンバーの数以上に相乗効果で付加的な成
果が生まれる状態なのだそうです。県内のさまざまな地域で、
そんな高次脳支援チーム作りが進むといいですね。千葉リハ
高次脳支援センターの1メンバーとして、地域のチーム作りに
協力していきたいと思っています。 （四代目H）

    日頃より本県の障害者福祉施策の推進にご理解とご協力をいただきまして、御礼申し上げます。

今年４月に障害者福祉推進課長として着任した大野義弘と申します。

    さて、本県では、千葉リハビリテーションセンター（千葉市）、旭神経内科リハビリテーション病院

（松戸市）、亀田リハビリテーション病院（鴨川市）の３箇所において高次脳機能障害及びその関連

障害に対する支援普及事業による支援拠点を設置し、高次脳機能障のある方への機能回復・社会

復帰に向けた訓練、就労支援、情報発信、研修等を行ってまいりました。あわせて、各支援拠点機関

に支援コーディネータ―を配置することで、地域特性を踏まえた、より身近な相談窓口としての体制

を整備してきたところです。

　令和２年度より、新たに総合病院国保旭中央病院（旭市）に支援拠点機関を設置し、４箇所の支

援拠点機関を中心に、高次脳機能障害に対する理解の普及・啓発を図るとともに、高次脳機能障害

のある方及びその家族が早期に専門的な相談支援につながるよう各地域におけるネットワークの

拡大・強化に取り組んでおります。

　高次脳機能障害は、身体的な後遺症がない場合、外見から障害が分かりにくく、障害の内容や程度

も様々です。各支援拠点機関において、支援経験や実績が培われ、普及啓発や研修などを進めていく

中で、高次脳機能障害に関する理解や支援協力機関の輪が着実に広がっているところではあります

が、高次脳機能障害のある方の地域生活の安定や就労定着等に向け、さらなる体制の充実が必要で

あると考えております。

今後も、高次脳機能障害のある方が、地域において、その人らしい生活を送ることができるよう支援

の充実に努めてまいりますので、引き続き、御理解・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

■ 年末に京都・清水寺でその年の世相を表す漢字一文字を発表してい
ますが、2021年は「？」どんな漢字になるのでしょうか。今年はコロナ禍と
いう言葉を痛いくらい使った年でもありました。語源『禍福は糾える縄の
ごとし』。幸福と不幸が交互になって縄のようになっていくという意味です。
幸福は禍の元になり、禍が幸福にもなる。漢字一文字は世相を表すととも
に、来年の出来事を清め、明るい新年となるよう願いがこもっている、とし
たら・・・私なら「禍」とします。あなたはどんな一文字を考えますか？ さて、
今号の掲示板は『地域支援』を取り上げました。コロナ禍で当たり前になっ
たオンラインですが、来年は皆さまとお会いできる機会が多くなることを
願いたいです。（Y）

■第18回高次脳機能障害
　　　　　　リハビリテーション講習会

日時 : 2022年1月14日(金) ～27日（木）Web開催

　　　昨年に引き続き今年度もWeb開催を致します。
上記の期間内はいつでもご視聴いただけます。

■高次脳機能障害地域支援者向け
　　　　　　　　　　　連続講座2021
第3回:2021年12月17日（金）～23日（木）Web開催＋集合
 第4回:2022年2月16日（水）～22日（火）Web開催
 ※詳細は下記ホームページにて掲載

■2021当事者・家族のための
　　　　　　　    高次脳機能障害勉強会
日程:2022年1月19日（水）Web開催＋集合
 ※詳細は下記ホームページにて掲載

■第5回高次脳機能障害就労支援研修会
　及び職業リハビリテーション研修発表会
日程:2022年2月1日（火）～7日（月）Web開催
 ※詳細は下記ホームページにて掲載

（高次脳機能障害支援センター）

第 18回高次脳機能障害リハビリテーション講習会

2022 年1 月14 27～日 金 木日

Web開催

※期間中は
いつでも視聴可能

オンデマンド実施

講師の瀧澤学先生は、神奈川県総合リハビリテーション事業団のソーシャルワーカー
として、長年にわたり高次脳機能障害者の支援に携わっていらっしゃいます。H19 年
から現在まで神奈川県リハビリテーション病院および支援センター高次脳機能障害支
援コーディネーター、令和 2年 4月からは日本高次脳機能障害友の会の顧問としても
活躍されています。

◆YouTube を利用したWeb配信です。インターネット回線とインターネット接続ができるパソコン、
　スマートフォン、タブレットをご用意ください。

◆申込が必要です。申込メールアドレス宛に視聴専用のホームページURL をお送りします。
　詳細は裏面をご覧下さい。

◆配信動画を視聴するために特別なソフトやアプリケーションのダウンロードは不要です。

受講対象者　当事者、当事者家族、行政機関、医療機関、地域包括支援センター、
　　　　　　就労移行・就労継続機関等の参加者

千葉県千葉リハビリテーションセンター　高次脳機能障害支援センター事務局

Web 講習会のご案内Web講習会のご案内

この講習会は（一社）日本損害保健協会の助成を受けて実施していますこの講習会は（一社）日本損害保険協会の助成を受けて実施しています

※詳細は下記ホームページにて掲載

■第4回小児高次脳機能障害支援者向け
　　　　　　　　　　　　　研修会
日程:2022年2月3日（木）～9日（水）Web開催
※詳細は下記ホームページにて掲載

編集後記

次脳機能障害に関わる情報を

千葉リハホームぺージ
https://www.chiba-reha.jp/koujinou-center/
guide/workshop/








